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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底部に設けた顕微鏡のフレームと、
　該フレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記顕微鏡のフ
レームを上面に固定するための除振台との双方に当接する剛体よりなる当接アダプタと、
　前記顕微鏡のフレームと前記除振台とを結合する剛体よりなる結合アダプタと、
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、
を具備する顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構において、
　前記顕微鏡のフレームの底部に設けた除振機能を有するゴム足は、
　前記顕微鏡のフレームの底部にザグリ穴を穿設し、当該ザグリ穴の底面を当て付け面と
して前記ゴム足を当て付け、
　前記結合アダプタは、顕微鏡のフレームの側面に形成した側面当て付け部に配設した金
属等の剛体から成るＬアングルにて形成し、
　前記当接アダプタは、内径が前記ゴム足の外径より大きく、外径が前記ザグリ穴の内径
より小さく、かつ高さが前記ゴム足より高く形成したリングアダプタにて形成し、
　前記顕微鏡のフレームを前記除振台に固定する際に、前記ゴム足の周囲を覆いつつ配設
されることを特徴とする顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構。
【請求項２】
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結する締結手段は、
　前記除振台側当て付け面にネジ貫通用の孔と、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面にネ
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ジ貫通用の孔を穿設するとともに、前記除振台側当て付け面を前記除振台の上面に当て付
け、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面を前記顕微鏡のフレーム側当て付け部に当て付い
た状態で、一方のネジが前記除振台側当て付け面のネジ貫通用の孔を通り、前記除振台の
上面に穿設したネジ孔に螺合し、他方のネジが前記フレームの側当て付け面のネジ貫通用
の孔を通り、前記フレームの側当て付け部のネジ孔に螺合することにより、前記顕微鏡の
フレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結することができるように構成したこ
とを特徴とする請求項１記載の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構。
【請求項３】
　前記顕微鏡のフレームの底部に設けられたザグリ穴は貫通孔を有し、該貫通孔にネジを
貫通せしめることにより、当該ネジを前記顕微鏡のフレームの底面に設けられたネジ穴に
螺合せしめて固定することを特徴とする請求項１記載の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機
構。
【請求項４】
　除振機能を有するゴム足を底部に設けるとともに底部当て付け部を底面の外周に設けた
顕微鏡のフレームと、
　前記顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記
顕微鏡のフレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よりなる当接アダプタ
と、
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、
　を具備する顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構において、
　前記当接アダプタは、
　前記顕微鏡のフレーム側の底部当て付け面と、
　除振台側当て付け面と、
　前記顕微鏡のフレームの底部からの前記ゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と
前記除振台の上面との間に当接する当接部と、から構成するとともに、
　前記結合アダプタは、顕微鏡のフレームの側面に形成した側面当て付け部に配設した金
属等の剛体から成るＬアングルにて形成されることを特徴とする顕微鏡のフレーム固定ア
ダプタ機構。
【請求項５】
　前記当接アダプタは直方体形状
　を有することを特徴とする請求項４記載の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構。
【請求項６】
　除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底部に設けた顕微鏡のフレームと、
　前記底部当て付け部と前記顕微鏡のフレームを上面に固定するための除振台とを結合す
る剛体よりなる当接アダプタ及び結合アダプタとしての一体型固定アダプタと、
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記一体型固定アダプタとを締結する締結手
段と、を有し、
　前記一体型固定アダプタは、前記顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く
、除振台側当て付け面と、
　前記顕微鏡のフレーム側の当て付け面と、
　前記フレーム側の当て付け面の下部から突設され、その上面が前記フレームの底部当て
付け部と当接する当接部と、
　を具備することを特徴とする顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構。
【請求項７】
　前記一体型固定アダプタの除振台側当て付け面及び前記顕微鏡のフレーム側の当て付け
面には、それぞれ貫通用の孔、
　を具備することを特徴とする請求項６記載の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構。
【請求項８】
　除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底部に設けたフレームと、
　該顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記顕
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微鏡のフレームを上面に固定するための除振台との双方に当接する剛体よりなる当接アダ
プタと、
　前記顕微鏡のフレームと前記除振台とを結合する剛体よりなる結合アダプタと、
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、
　を具備し、
　前記当接アダプタは、内径が前記ゴム足の外径より大きいリング形状を有し、前記顕微
鏡のフレームを前記除振台に固定する際に、前記当接アダプタの内径部が前記ゴム足の周
囲を覆いつつ配設されることを特徴とするフレーム固定アダプタ機構を備えた顕微鏡シス
テム。
【請求項９】
　除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底面の外周に設けた顕微鏡のフレームと
、
　前記顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記
顕微鏡のフレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よりなる当接アダプタ
と、
　前記顕微鏡のフレームと前記除振台とを、当て付けにより結合する剛体よりなる結合ア
ダプタと、
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、
　を具備する顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構において、
　前記当接アダプタは、
　前記顕微鏡のフレーム側の底部当て付け面と、
　除振台側当て付け面と、
　前記顕微鏡のフレームの底部からの前記ゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と
前記除振台の上面との間に当接する当接部と、から構成するとともに、
　前記結合アダプタは、顕微鏡のフレームの側面に形成した側面当て付け部に配設した金
属等の剛体から成るＬアングルにて形成するように構成したことを特徴とするフレーム固
定アダプタ機構を備えた顕微鏡システム。
【請求項１０】
　前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結する締結手段は、
　前記除振台側当て付け面にネジ貫通用の孔と、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面にネ
ジ貫通用の孔を穿設するとともに、前記除振台側当て付け面を前記除振台の上面に当て付
け、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面を前記顕微鏡のフレーム側当て付け部に当て付い
た状態で、一方のネジが前記除振台側当て付け面のネジ貫通用の孔を通り、前記除振台の
上面に穿設したネジ孔に螺合し、他方のネジが前記フレームの側当て付け面のネジ貫通用
の孔を通り、前記フレームの側当て付け部のネジ孔に螺合することにより、前記顕微鏡の
フレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結することができるように構成したこ
とを特徴とする請求項９記載のフレーム固定アダプタ機構を備えた顕微鏡システム。
【請求項１１】
　除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底部に設けたフレームと、
　前記底部当て付け部と前記フレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よ
りなる当接アダプタ及び結合アダプタとしての一体型固定アダプタと、
　前記フレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、
　を有し、
　前記一体型固定アダプタは、前記フレームの底部からのゴム足の高さより高く、
　除振台側当て付け面と、
　前記顕微鏡のフレーム側当て付け面と、
　前記フレーム側の当て付け面の下部から突設され、その上面が前記フレームの底部当て
付け部と当接する当接部と、
　を具備することを特徴とするフレーム固定アダプタ機構を備えた顕微鏡システム。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、除振機能を有するゴム足を底部に設けている顕微鏡のフレームを除振台に固
定するためのフレーム固定アダプタ機構及びフレーム固定アダプタ機構を備えた顕微鏡シ
ステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、図４に示すように、従来のフレーム固定アダプタ装置では、顕微鏡を通常に床
２に置いて観察する時は、外部等のショックから発生する振動を非常に嫌うため、顕微鏡
のフレーム１の底面１ａには、除振機能を有するゴム足３が設けられている。例えば、実
用新案登録第２６０４８５４号（平成１２年３月３１日登録）および実公平７－２５７５
２号公報では、通常、このゴム足３は、検鏡者側から見て左右対称に合計４ヶ所、底面１
ａに配置され、安定性を出すようにしている。このゴム足３は、図５に示すように、ネジ
４により底面１ａに穿設されたザグリ穴５の当て付け面５ａに固定されている。
【０００３】
図７に示すように、このフレーム１を床２に載置した除振台６の上面６ａに固定する際は
、一度、図６に示すように、フレーム１を後ろ向きに倒し、図５に示すネジ４を抜き取り
、ザグリ穴５からゴム足３を取り外す。その後、図７に示すように、固定座７を底面１ａ
と固定プレート８との間に挟持した状態で、ネジ９を用いて固定座７と固定プレート８と
を固定する。この固定プレート８には、ネジ貫通用の孔８ａが穿設され、これにネジ１０
を通して除振台６のネジ穴６ｃに螺合させ、上面６ａに固定プレート８を取付け、フレー
ム１を除振台６に結合固定していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかるに、上記従来技術にはつぎのような問題点があった。すなわち、従来の固定座７と
固定プレート８とからなるフレーム固定アダプタ装置では、上述のように、フレーム１を
除振台６に固定する際に、まず、フレーム１を後ろ向きに倒し、一度、ゴム足３を取り外
してから、固定座７と固定プレート８とを底面１ａに取り付けるため、時間が掛かり、面
倒であった。
【０００５】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたもので、本発明の課題は、顕微鏡のフレ
ームを除振台に設置する際に、フレームを後ろ向きに倒したり、ゴム足を取り外すことな
く、フレームを除振台に確実に固定可能にする顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構及びフ
レーム固定アダプタ機構を備えた顕微鏡システムを提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１～３に係る発明は、請求項１は、除振機能を有す
るゴム足と底部当て付け部とを底部に設けた顕微鏡のフレームと、該フレームの底部から
のゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記顕微鏡のフレームを上面に固定する
ための除振台との双方に当接する剛体よりなる当接アダプタと、前記顕微鏡のフレームと
前記除振台とを結合する剛体よりなる結合アダプタと、前記顕微鏡のフレーム及び前記除
振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、を具備する顕微鏡のフレーム固定ア
ダプタ機構において、前記顕微鏡のフレームの底部に設けた除振機能を有するゴム足は、
前記顕微鏡のフレームの底部にザグリ穴を穿設し、当該ザグリ穴の底面を当て付け面とし
て前記ゴム足を当て付け、前記結合アダプタは、顕微鏡のフレームの側面に形成した側面
当て付け部に配設した金属等の剛体から成るＬアングルにて形成し、前記当接アダプタは
、内径が前記ゴム足の外径より大きく、外径が前記ザグリ穴の内径より小さく、かつ高さ
が前記ゴム足より高く形成したリングアダプタにて形成し、前記顕微鏡のフレームを前記
除振台に固定する際に、前記ゴム足の周囲を覆いつつ配設されることを特徴とするととも
に請求項２は、前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結する締
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結手段は、前記除振台側当て付け面にネジ貫通用の孔と、前記顕微鏡のフレーム側当て付
け面にネジ貫通用の孔を穿設するとともに、前記除振台側当て付け面を前記除振台の上面
に当て付け、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面を前記顕微鏡のフレーム側当て付け部に
当て付いた状態で、一方のネジが前記除振台側当て付け面のネジ貫通用の孔を通り、前記
除振台の上面に穿設したネジ孔に螺合し、他方のネジが前記フレームの側当て付け面のネ
ジ貫通用の孔を通り、前記フレームの側当て付け部のネジ孔に螺合することにより、前記
顕微鏡のフレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結することができるように構
成したことを特徴とする。そして請求項３は請求項１において、前記顕微鏡のフレームの
底部に設けられたザグリ穴は貫通孔を有し、該貫通孔にネジを貫通せしめることにより、
当該ネジを前記顕微鏡のフレームの底面に設けられたネジ穴に螺合せしめて固定すること
を特徴とする。
【０００７】
　そして、請求項４に係る発明の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構では、除振機能を有
するゴム足を底部に設けるとともに底部当て付け部を底面の外周に設けた顕微鏡のフレー
ムと、前記顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と
前記顕微鏡のフレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よりなる当接アダ
プタと、前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手
段と、を具備する顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構において、前記当接アダプタは、前
記顕微鏡のフレーム側の底部当て付け面と、除振台側当て付け面と、前記顕微鏡のフレー
ムの底部からの前記ゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記除振台の上面との
間に当接する当接部と、から構成するとともに、前記結合アダプタは、顕微鏡のフレーム
の側面に形成した側面当て付け部に配設した金属等の剛体から成るＬアングルにて形成さ
れることを特徴とするとともに請求項５は請求項４において、前記当接アダプタは直方体
形状を有することを特徴とする。
【０００８】
　加えて請求項６に係る発明の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構は、除振機能を有する
ゴム足と底部当て付け部とを底部に設けた顕微鏡のフレームと、前記底部当て付け部と前
記顕微鏡のフレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よりなる当接アダプ
タ及び結合アダプタとしての一体型固定アダプタと、前記顕微鏡のフレーム及び前記除振
台と、前記一体型固定アダプタとを締結する締結手段と、を有し、前記一体型固定アダプ
タは、前記顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く、除振台側当て付け面と
、前記顕微鏡のフレーム側の当て付け面と、前記フレーム側の当て付け面の下部から突設
され、その上面が前記フレームの底部当て付け部と当接する当接部と、を具備することを
特徴とするとともに請求項７は請求項６において、前記一体型固定アダプタの除振台側当
て付け面及び前記顕微鏡のフレーム側の当て付け面には、それぞれ貫通用の孔、を具備す
ることを特徴とする。そして、請求項８に係る発明の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構
は、除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底部に設けたフレームと、該顕微鏡の
フレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記顕微鏡のフレー
ムを上面に固定するための除振台との双方に当接する剛体よりなる当接アダプタと、前記
顕微鏡のフレームと前記除振台とを結合する剛体よりなる結合アダプタと、前記顕微鏡の
フレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、を具備し、前記
当接アダプタは、内径が前記ゴム足の外径より大きいリング形状を有し、前記顕微鏡のフ
レームを前記除振台に固定する際に、前記当接アダプタの内径部が前記ゴム足の周囲を覆
いつつ配設されることを特徴とする。
【０００９】
　さらに、請求項９～１１に係る発明のフレーム固定アダプタ機構を備えた顕微鏡システ
ムは、請求項９が除振機能を有するゴム足と底部当て付け部とを底面の外周に設けた顕微
鏡のフレームと、前記顕微鏡のフレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記底部当
て付け部と前記顕微鏡のフレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よりな
る当接アダプタと、前記顕微鏡のフレームと前記除振台とを、当て付けにより結合する剛
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体よりなる結合アダプタと、前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタ
とを締結する締結手段と、を具備する顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構において、前記
当接アダプタは、前記顕微鏡のフレーム側の底部当て付け面と、除振台側当て付け面と、
前記顕微鏡のフレームの底部からの前記ゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前
記除振台の上面との間に当接する当接部と、から構成するとともに、前記結合アダプタは
、顕微鏡のフレームの側面に形成した側面当て付け部に配設した金属等の剛体から成るＬ
アングルにて形成するように構成したことを特徴とするとともに請求項１０は請求項９に
おいて、前記顕微鏡のフレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結する締結手段
は、前記除振台側当て付け面にネジ貫通用の孔と、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面に
ネジ貫通用の孔を穿設するとともに、前記除振台側当て付け面を前記除振台の上面に当て
付け、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面を前記顕微鏡のフレーム側当て付け部に当て付
いた状態で、一方のネジが前記除振台側当て付け面のネジ貫通用の孔を通り、前記除振台
の上面に穿設したネジ孔に螺合し、他方のネジが前記フレームの側当て付け面のネジ貫通
用の孔を通り、前記フレームの側当て付け部のネジ孔に螺合することにより、前記顕微鏡
のフレーム及び前記除振台と前記結合アダプタとを締結することができるように構成した
ことを特徴とする。そして、請求項１１は、除振機能を有するゴム足と底部当て付け部と
を底部に設けたフレームと、前記底部当て付け部と前記フレームを上面に固定するための
除振台とを結合する剛体よりなる当接アダプタ及び結合アダプタとしての一体型固定アダ
プタと、前記フレーム及び前記除振台と、前記結合アダプタとを締結する締結手段と、を
有し、前記一体型固定アダプタは、前記フレームの底部からのゴム足の高さより高く、除
振台側当て付け面と、前記顕微鏡のフレーム側当て付け面と、前記フレーム側の当て付け
面の下部から突設され、その上面が前記フレームの底部当て付け部と当接する当接部と、
を具備することを特徴とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、具体的な実施の形態について説明する。
【００１１】
（実施の形態１）
図１は実施の形態１を示し、顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の縦断面図である。本実
施の形態の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構は、図４～図７で示した従来技術のフレー
ム固定アダプタ装置と同一の部材を用いているので、同一の部材には同一の符号を付し説
明を省略する。
【００１２】
図１において、フレーム１は、除振台６に結合固定されている。フレーム１は振動を嫌う
顕微鏡本体である。このフレーム１の底部としての底面１ａには、従来技術の顕微鏡のフ
レームと同様に４ヶ所に、ザグリ穴５が穿設され、ザグリ穴５の底面は、底部当て付け部
としての当て付け面５ａとなっている。この当て付け面５ａには、除振機能を有するゴム
足３が、その貫通孔３ａをネジ４が貫通し、フレーム１のネジ穴１ｂに螺合して固定され
ている。ザグリ穴５の当て付け面５ａのゴム足３の周囲には、リング状の当接アダプタと
してのリングアダプタ１１が配設され、リングアダプタ１１は、金属等の剛体からなり、
外径はザグリ穴５の内径より小さく、内径はゴム足３の外径より大きく、高さはゴム足３
より高く形成されている。
【００１３】
また、フレーム１の両側面には、側面当て付け部１２が形成され、それぞれの側面にＬ字
状の結合アダプタとしてのＬアングル１３が配設されている。Ｌアングル１３は、金属等
の剛体からなり、除振台側当て付け面１３ａにネジ貫通用の孔１３ｃと、フレーム側当て
付け面１３ｂにネジ貫通用の孔１３ｄとが穿設されている。このＬアングル１３は、除振
台側当て付け面１３ａが除振台６の上面６ａに当て付き、フレーム側当て付け面１３ｂが
フレーム１の側面当て付け部１２に当て付いた状態で、ネジ１４が孔１３ｃを通り、除振
台６の上面６ａに穿設されたネジ穴６ｃに螺合し、一方、ネジ１５が孔１３ｄを通り、フ
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レーム１の側面当て付け部１２のネジ穴１ｄに螺合するようになっている。フレーム１の
ネジ穴１ｄおよびネジ１５と、除振台６ａのネジ穴６ａおよびネジ１４とにより締結手段
を構成している。
【００１４】
つぎに、上記構成の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の作用について説明する。フレー
ム１の４ヶ所のザグリ穴５の位置にほぼ対応する除振台６の上面６ａに、リングアダプタ
１１を載置する。つぎに、フレーム１を持ち上げ、やや浮かした状態になるように除振台
６の上面６ａに運び、ゴム足３をガイドにして、リングアダプタ１１がフレーム１のザグ
リ穴５に嵌入し、当て付け面５ａとリングアダプタ１１の上面とを当接させる。つぎに、
フレーム１の両側面の側面当て付け部１２に、それぞれＬアングル１３を当て付け、ネジ
１５によってＬアングル１３を螺着する。つぎに、除振台６の上面６ａのネジ穴６ｃにＬ
アングル１３の孔１３ｃを合わせ、ネジ１４によってそれぞれのＬアングル１３を螺着す
る。
【００１５】
この結果、当て付け面５ａを基準とした下方への高さは、ゴム足３の高さよりリングアダ
プタ１１の高さのほうが高いために、ゴム足３の底面３ｂを除振台６の上面６ａより離し
た状態にすることができる。また、リングアダプタ１１は、フレーム１の当て付け面５ａ
と除振台６の上面６ａとの双方に剛性的に当接している。さらに、Ｌアングル１３は、除
振台６の上面６ａとフレーム１の側面当て付け部１２とに結合されているため、除振台６
とフレーム１とが剛性的に結合される。
【００１６】
本実施の形態によれば、フレーム１を除振台６に固定する際に、ゴム足３を取り外したり
、フレーム１を後ろ向きに倒す必要がなく、フレーム１を除振台６に確実に固定すること
ができる。また、ゴム足固定用のザグリ穴５の内径を大きくすることにより、当て付け面
５ａをリングアダプタ１１の当て付け面として併用しているため、安価に製造することが
できる。
【００１７】
　（実施の形態２）
　図２は実施の形態２を示し、顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の縦断面図である。本
参考例１の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構は、実施の形態１と当接アダプタとその配
置が異なり、他の部分は同様のため、異なる部分のみ説明し、同一の部材には同一の符号
を付し説明を省略する。
【００１８】
図２において、フレーム１の底面１ａには、ゴム足３固定用のザグリ穴５とは別に、底面
１ａの外周に、底部当て付け部としての底部当て付け面１６が形成されている。この底部
当て付け面１６と、除振台６の上面６ａとの双方に当接した状態で、金属等の剛体からな
る直方体状の当接アダプタとしての直方体アダプタ１７が配設されている。フレーム１の
底面１ａを基準とする下方への高さは、ゴム足３の高さより、直方体アダプタ１７の高さ
の方が高くなっている。その他の構成は実施の形態１と同様である。
【００１９】
つぎに、上記構成の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の作用について説明する。フレー
ム１を除振台６の上面６ａに固定する際は、フレーム１を浮かした状態で、フレーム１の
底部当て付け面１６と除振台６の上面６ａとの間に、直方体アダプタ１７を挿入し、底部
当て付け面１６と直方体アダプタ１７の上面とを当接させる。つぎに、実施の形態１と同
様にして、Ｌアングル１３をフレーム１と除振台６との双方に固定する。
【００２０】
この結果、フレーム１の底面１ａを基準とする下方への高さは、ゴム足３の高さより直方
体アダプタ１７の下面までの高さの方が高いために、ゴム足３の底面３ｂを除振台６の上
面６ａより離した状態にすることができる。また、直方体アダプタ１７は、フレーム１の
底部当て付け面１６と除振台６の上面６ａとの双方に剛性的に当接している。さらに、実



(8) JP 5079943 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

施の形態１と同様に、Ｌアングル１３は、除振台６の上面６ａとフレーム１の側面当て付
け部１２とに結合されているため、除振台６とフレーム１とが剛性的に結合される。
【００２１】
　本実施の形態２によれば、実施の形態１と同様に、ゴム足３を取り外したり、フレーム
１を後ろ向きに倒す必要がなく、フレーム１を除振台６に確実に固定することができる。
また、底部当て付け面１６が、ゴム足固定用のザグリ穴５とは別に、フレーム１の底面１
ａの外周に設けられているため、直方体アダプタ１７の挿入が容易となるほか、ゴム足３
をネジ４でなく、図示しない両面テープ等の粘着材で固定しているフレームでも、除振台
６に容易に固定することができる。
【００２２】
　（実施の形態３）
　図３は実施の形態３を示し、顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の縦断面図である。本
実施の形態３の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構は、実施の形態１と当接アダプタとそ
の配置が異なり、他の部分は同様のため、異なる部分のみ説明し、同一の部材には同一の
符号を付し説明を省略する。
【００２３】
図３において、当接アダプタおよび結合アダプタとしての一体型固定アダプタ１８は、除
振台側当て付け面１８ａと、フレーム側当て付け面１８ｂと、当接部１８ｅとからなって
いる。結合アダプタとしての機能を有する除振台側当て付け面１８ａにはネジ貫通用の孔
１８ｃが、フレーム側当て付け面１８ｂにはネジ貫通用の孔１８ｄが、それぞれ穿設され
ている。孔１８ｃにはネジ１４が、孔１８ｄにはネジ１５が貫通し、それぞれ、除振台６
のネジ穴６ｃと、フレーム１のネジ穴１ｄとに螺合し、フレーム１と除振台６とを結合し
ている。また、当接アダプタとしての機能を有する当接部１８ｅは、フレーム側当て付け
面１８ｂの下部から突設され、その上面１８ｆが、フレーム１の底部当て付け面１６と当
接するようになっている。
【００２４】
つぎに、上記構成の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の作用について説明する。フレー
ム１を除振台６の上面６ａに固定する際は、フレーム１を浮かした状態で、フレーム１の
底部当て付け面１６と除振台６の上面６ａとの間に、一体型固定アダプタ１８の当接部１
８ｅを挿入し、底部当て付け面１６と当接部１８ｅの上面１８ｆとを当接させる。つぎに
、実施の形態１と同様にして、一体型固定アダプタ１８をフレーム１と除振台６との双方
に固定する。
【００２５】
この結果、フレーム１の底面１ａを基準とする下方への高さは、ゴム足３の高さより当接
部１８ｅの下面すなわち除振台側当て付け面１８ａまでの高さの方が高いために、ゴム足
３の底面３ｂを除振台６の上面６ａより離した状態にすることができる。さらに、実施の
形態１と同様に、一体型固定アダプタ１８は、除振台６の上面６ａとフレーム１の側面当
て付け部１２とに結合されているため、除振台６とフレーム１とが剛性的に結合される。
【００２６】
　本実施の形態２によれば、実施の形態１と同様に、フレーム１を除振台６に固定する際
に、ゴム足３を取り外したり、フレーム１を後ろ向きに倒す必要がなく、フレーム１を除
振台６に確実に固定することができる。また、実施の形態２と同様に、底部当て付け面１
６が、ゴム足３を固定するザグリ穴５とは別に、フレーム１の底面１ａの外周に設けられ
ているため当接部１８ｅの挿入が容易となるほか、図示しない両面テープ等の粘着材でゴ
ム足３を固定しているフレームでも、除振台に容易に固定することができる。さらに、一
体型固定アダプタ１８を用いているため当接部１８ｅの挿脱が容易となる。
【００２７】
【発明の効果】
　請求項１、６に係る発明によれば、ゴム足をフレームに固定したままの状態で、当接ア
ダプタ上にフレームの底部当て付け部を当接し、さらに、フレームと除振台とを結合アダ
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り締結するようにしたので、顕微鏡のフレームを除振台に設置する際に、フレームを後ろ
向きに倒したり、ゴム足を取り外すことなく、フレームを除振台に確実に固定することが
できる。
【００２８】
　請求項２～４及び６～１１に係る発明によれば、除振機能を有するゴム足と底部当て付
け部とを底部に設けたフレームと、該フレームの底部からのゴム足の高さより高く、前記
底部当て付け部と前記フレームを上面に固定するための除振台とを結合する剛体よりなる
固定アダプタと、前記フレーム及び前記除振台と、前記固定アダプタとを締結する締結手
段と、を具備し、前記固定アダプタは、フレーム側当て付け面と、前記フレームの底部か
らのゴム足の高さより高く、前記底部当て付け部と前記除振台の上面との間に当接する当
接部と、を有する構成としたので、ゴム足の底面を除振台の上面より離した状態の基に、
請求項１に係る発明の場合と同様、顕微鏡のフレームを除振台に設置する際に、フレーム
を後ろ向きに倒したり、ゴム足を取り外すことなく、フレームを除振台に確実に固定する
ことができる。
【００２９】
　請求項５に係る発明によれば、請求項１～４又は６～１１記載の発明の効果を発揮し、
かつ、前記結合アダプタ又は前記固定アダプタは、前記フレームの側面に配設される構成
としているので、前記フレームと除振台とを剛性的に結合することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の縦断面図である。
【図２】実施の形態２の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の縦断面図である。
【図３】実施の形態３の顕微鏡のフレーム固定アダプタ機構の縦断面図である。
【図４】従来技術の顕微鏡の正面図および下面図である。
【図５】従来技術の顕微鏡のゴム足部分の縦断面図である。
【図６】従来技術の顕微鏡のフレーム固定アダプタ装置の下面図である。
【図７】従来技術の顕微鏡のフレーム固定アダプタ装置の縦断面図である。
【符号の説明】
　１　フレーム
　１ａ　底面
　３　ゴム足
　５ａ　当て付け面
　６　除振台
　１１　リングアダプタ
　１３　Ｌアングル
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